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研究成果の概要： 

知的障害養護学校の小集団指導において、児童生徒の主体的な活動参加を促すチームテ

ィーチングの指導法について検討した。2007 年度では、大学附属研究施設において、知的

障害や自閉症を示す年長幼児を対象に、知的障害養護学校小学部「朝の会」をシミュレー

トした「始めの会」を設定し、チームティーチングによる小集団指導の在り方に関わる基

礎的資料を得た。2008 年度では、研究目的に対して、大学附属研究施設において、知的障

害養護学校小学部「音楽」「体育」のシミュレート指導での検討、さらに実際の知的障害特

別支援学校高等部「作業学習」での検討を行った。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 500,000 0 500,000 

2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

  年度  

総 計 1,600,000 330,000 1,930,000 

 
研究分野： 知的障害教育 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
キーワード：知的障害、小集団指導、指導法、チームティーチング、役割分担、物理的環境設

定  
 
１．研究開始当初の背景 

知的障害養護学校での小集団指導の授業
では、そのほとんどが 2名以上の教員による
チームティーチングで実施される（阿部、 
1997；太田、2000；田村、1999）。しかし、
効果的なチームティーチングに関わる実証
的研究は、レビューした範囲で、指導者の教
示や物理的環境の設定に比べて顕著に少な
かった。チームティーチングが効果的に機能
するためには、主指導者と補助指導者の「役
割分担の明確化」が重要であることが度々示
唆されている（阿部、1997；宮本、2002）。

ただし、指導者間の役割分担の明確さを規定
する指導の条件や具体的な手だての在り方
まで言及する文献は見当たらなかった。阿部
（1997）は、主指導者は授業をリードする役
割を、補助指導者は主指導者の指導を補充す
る役割を担うと述べている。しかし、このよ
うな具体的でないレベルの指導者の認識で
は、実際の指導において、それぞれの指導者
は「何をどのように援助するのか」を理解で
きず（動けず）、指導者間の役割分担の不明
確な事態が生じ易くなる。阿部（1997）から
考えると、主指導者の役割に基づく指導の手
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だては比較的理解し易い。授業をリードする
ために効果的な一斉教示の手だてなどが推
測される。そこで、チームティーチングを機
能させるための決め手は、「補助指導者の役
割」と考えられる。補助指導者の役割として、
課題遂行が困難で逸脱が顕著な特定の子ど
もを援助する役割、特定の活動を担当し、そ
こでの子ども全員の参加を促す役割、教材の
準備や片付けを主に担当し、主指導者の進行
を助ける役割などが推測されるが、それらは
授業目標・内容や子どもの実態などの指導条
件によって変わりうる。そして、それぞれの
役割を遂行するための適切な指導の手だて
（指導者の位置・動線・視線、子どもへの働
きかけなど）が見出せるであろう。補助指導
者が役割における適切な指導の手だてを確
実に遂行することで、指導者間の役割は明確
になり、チームティーチングは効果的に機能
すると予測される。 
２．研究の目的 

知的障害養護学校の小集団指導における

効果的なチームティーチングについて、「補

助主導者の役割」の観点から検討することで

ある。補助指導者の役割に基づく指導の手だ

てを実験的に操作し、その効果を検証できる

（Ａ）大学と、子どもへの指導効果を 優先

し、系統的な指導展開を図れる（Ｂ）学校と

いう 2つの実践場面への応用を通じて、小集

団指導での効果的なチームティーチングに

おいて、子どもの主体的な課題遂行を高める

指導の手だてを追求する。 

３．研究方法と成果 

＜2007 年度＞ 
「発達障害幼児の小集団指導における補助
指導者の支援行動」 

【目的】知的障害や自閉症を示す年長幼児４

名を対象に、特別支援学校・学級「朝の会」

を想定した「始めの会」を設定し、主指導者

（MT）と補助指導者（ST）による小集団指導

を実施した。対象児の課題遂行が確実に生起

するにつれて ST の人数を４、２、１の順に

減らし、STの位置取りを変更した。ST の支

援行動を分析し、効果的なチームティーチン

グに関わる基礎的資料を得ることを目的と

した。 

【対象】知的障害や自閉症の年長幼児 4名（A、

B、C、D）を指導対象とした。A児は 6歳男児、

重度の知的障害を伴う自閉症の診断であっ

た。B児は 5歳男児、PDD であった。C児は 5

歳男児、重度の知的障害を伴う自閉症であっ

た。D児は 5歳男児、PDD であった。 

【期間・セッション・指導場面の設定】Ｘ年

5月～Ｘ＋1年 2月。 初の指導日をセッシ

ョン 1とし、週 1回計 25 セッションを実施

した。大学附属研究施設プレイルームにおい

て、特別支援学校・学級の朝の会を想定した

小集団指導「始めの会」を設定した。課題内

容は①始めの挨拶、②スケジュール確認、③

歌、④出席・返事、⑤日付・天気確認、⑥手

遊び歌、⑦終わりの挨拶であった。セッショ

ン時間は約 10～20 分で、対象児が全ての課

題を遂行したらセッション終了とした。ST の

位置取りについて、「ST4 条件」では、ST４名

（a、b、c、d）が個別に各対象児の側で支援

した。「ST2 条件」では、Aと Bの中間で後方、

Cと Dの中間で後方に位置した。ST２名（a、

b）が役割分担し、STa が A と Bを STb が C と

Dを支援した。「ST1 条件」では、STa は B と

Cの中間で後方に位置し、全ての対象児に支

援を行った。 

【指導体制、ST の人数】MT1 名と ST1～4 名

によるチームティーチングで指導した。対象

児の課題遂行レベルの安定に伴い、ST の人数

を 4名（ST4：セッション 1～4）、2 名（ST2：

セッション 5～15）、1名（ST1：セッション

16～25）の順で減らした。 

【結果と考察】ST の支援行動の頻度を Fig.1

に示した。Fig.1 より、ST の支援行動は、ST4

条件では 1.0～2.5 回であった。ST2 では、前

半のセッションで ST4 のレベルを維持し、後

半のセッションで下降傾向が認められた。

ST1 では、支援行動の頻度が増加した。ST2

では、STの人数が4名から2名に減ることで、

ST4 よりも支援行動は増加すると推測された

が、両条件は同じレベルであった。ST が対象

児個別に支援を行う ST4 では、ST の支援行動

として、対象児の課題遂行に直接関係しない

声かけや動作指示が多く含まれていた。ST2

では、ST が 2 名に減り、ST の位置取りが対

象児の後方の離れたことで、そのような課題

遂行に直接関係しない働きかけが減ったと

考えられる。ST2 の後半では、ST の支援行動

が下降したことから、セッションの進捗につ

れて対象児の課題遂行レベルが高まり、ST の

支援行動も減少したと考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜2008 年度＞ 
「研究①小集団指導における知的障害児の
音楽活動への参加促進－補助指導者の位置
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取りと役割－」 
【目的】知的障害特別支援学校小学部の小集
団指導で実施される音楽活動を想定し、チー
ムティーチングにおいて、特に補助指導者
（以下 ST）の位置取りや役割が対象児の音楽
活動への参加に及ぼす効果を検討した。 
【対象児】知的障害特別支援学校小学部また
は特別支援学級 1～2学年に在籍し、知的障
害や広汎性発達障害、自閉症の診断のある男
児 4名、女児 1名の計 5名（S1～S5）。 

【設定】大学附属施設の集団指導室（3.58 m

×5.73 m）で、X年 5～X年 12 月の 7ヶ月間、

週 1回、約 40 分の音楽活動を実施した。1回

の指導を 1セッションとし、全 27 セッショ

ンであった。主指導者(以下、MT)1 名と ST1

名によるチームティーチングで手遊び、打楽

器、リズム体操の指導を行った。本稿では、

手遊び「いとまきのうた」について報告する。 

【デザイン】対象児の参加行動を漸次形成す

るために、チェンジング・コンディション・

デザインを適用し、ST の位置取りや役割が異

なる①ST 後方・S1～S5、②ST 後方・S5 個別、

③ST 前方・S1～S5、④ST＋MT 前方・担当分

担の順に指導を行った。 

【条件と手続き】①ST 後方・S1～S5 条件：

対象児個々の音楽活動への参加状況を査定

した。ST は、楽曲の小節ごとに個別支援を行

う対象児を変えて支援した。ST は各対象児の

後方で立ったまま、声かけや身体ガイドなど

の支援を行った。音楽活動への参加で正・誤

反応率が も低かった S5 を個別支援の対象

とした。②ST 後方・S5 個別条件：先の①ST

後方・S1～S5 条件で も参加が困難であった

S5 を対象に、ST は後方から声かけや身体ガ

イドなどの個別支援を行った。③ST 前方・S1

～S5 条件： 初に、STは S5 の前方（50cm 前）

で床に膝立ちの姿勢で座り、声かけや楽曲の

動作モデルを示すなどの個別支援を行った。

セッション後半では、S5 の正・誤反応率が高

まらなかったため、S1～S4 の 4 名にも、S5

と同様に、各対象児の前方で支援を行った。

④ST＋MT 前方・担当分担条件：MT が S1～S3

の 3 名、ST が S4 と S5 の 2 名に、対象児を分

担して支援を行った。MT は S1～S3 の前方（中

心である S2 の 50cm 前）、ST は S4 と S5 の前

方（2名の中心線上の 50cm 前）に位置取りし

た。③ST 前方・S1～S5 条件と同様に、MT と

ST は床に膝立ちの姿勢で座り、声かけや楽曲

の動作モデルを示すなどで、自分の担当する

対象児全員に支援を行った。 

【従属変数と処理】正反応・誤反応率：対象

児の音楽活動への参加を手や打楽器を指導

者の期待する持ち方、位置、タイミングで打

ったり休んだりすることと定義した。楽曲ご

とに課題分析を行い、課題項目ごとに正反応

と誤反応を設定した。離席率：離席行動を指

導者の許可なく椅子から身体が離れる反応

とした。ビデオ録画をもとに、10 秒インター

バルレコーディング記録法を用いて離席率

を算出した。 

【結果と考察】正反応・誤反応率：S1 の正・

誤反応率の結果を図 1に示した。S1 の正反応

率は、ST が前方から支援した ST 前方・S1～

S5 条件で高まり、MT と ST が対象児を分担し

て前方からモデルを提示した ST＋MT 前方・

担当分担条件でさらに高まった。この傾向は

S2～S4 でも認められた。離席率： S5 の離席

率を図 2に示した。S5 では、ST 後方・S5 個

別条件で ST 後方・S1～S5 条件よりも低下し

た。S2 と S1 では、ST 後方・S5 個別条件で

ST 後方・S1～S5 条件よりも高まった。S3 と

S4 は全条件を通して離席率は同じで低いレ

ベルであった。 

 ST＋MT 前方・担当分担条件、つまり、MT

と ST が対象児を分担し、前方で動作モデル

を示せる位置取りが対象児の正・誤反応率を

高めたと考えられる。一方で、指導者が特定

の対象児に個別支援を行うことで、他児の離

席率が高まる課題が示唆された。 

 
「研究②知的障害・自閉症児のランニング課
題を高める物理的環境の設定」 

【目的】知的障害特別支援学校小学部の体育

で実施されるランニング課題をシミュレー

トした小集団指導を実施し、対象児のコーン

を周回するランニングを高める手だてにつ

いて、コーンや障害物の設置などの物理的環

境設定を操作して実験的に検討する。 

【対象児】特別支援学校・学級に在籍し、自

閉症や知的障害、広汎性発達障害を示す６～



 

 

７歳の ABCDE の 5 名であった。 

【指導場面の設定】大学付属施設のプレイル

ーム（10m×10m）で週 1回、対象児 5名全員

が参加する約 30 分のランニング課題を実施

した。期間は X年 5月～12 月で、計 26 セッ

ションを実施した。ランニングを「対象児が

カラーコーン（以下、コーン）を周回して走

ること」としたが、対象児の動機づけや疲労

を考慮し、ランニングだけでなく、ウォーキ

ングと交互に行うランニング課題を設定し

た。主指導者（以下、MT）1 名と補助指導者

（以下、ST）3 名で指導を行った。 

【手続き】設定（コーンのみ）：周回の折り

返しを示す 4つのコーン（赤、青、緑、白色、

高さ約 60 ㎝）を正方形状の頂点に置いた。

コーン間の直線距離は約 3m であった。MT の

「集合」の指示で、対象児 5名はスタート地

点に集合した。MT は「走ります」の言語指示

と同時に笛を吹き、その直後に対象児 5名が

一斉にコーンの外側の周回を走った。ランニ

ングとウォーキングの試行をそれぞれ約 1分

30 秒ずつ行うことを 1セットとし、計 3セッ

トを実施した。ランニングからウォーキング

への合図では MT が笛を吹き、「走ります」「歩

きます」の言語指示で切り替えを行った。ラ

ンニングとウォーキングにそれぞれ異なる

曲を対応させ、MD プレイヤーで流した。ST3

名は、ランニングやウォーキングの動作モデ

ルや活動の流れを形成するため、特定の対象

児への支援は行わず、対象児よりも少し速い

ペースでコーンを周回した。設定（コーン・

障害物）：ステップ 1のコーンに加えて、巧

技台やマット、机や平均台の障害物をランニ

ングやウォーキングの動線上に設置した。対

象児ランニングに加えて、机の下を這う、マ

ットで前転する、巧技台と平均台をまたぐ課

題を遂行した。その他の手続きはステップ 1

と同じであった。設定（コーン・障害物・紐）：

設定 Bに加えて、ビニール紐（以下、紐）を

4つのコーン間に取り付けた。 

【デザイン】物理的環境設定の違いがランニ

ングに及ぼす効果を調べるためにチェンジ

ング・コンディショニング・デザインを適用

した。 

【記録・分析】ビデオ録画から、周回の正反

応数、周回数、１周に要した時間を記録した。

周回の正反応を「4つのコーンの外側を走っ

て周る」と定義した。周回の正反応率を「周

回の正反応数÷周回数」で算出した。 

【結果と考察】周回の正反応率：B児の正反

応率の結果を図 1に示した。図 1より、フェ

イズ 1（コーンのみ）における周回の正反応

率の平均値は 32.5％、フェイズ 2（コーン・

障害物）では 41.5％であった。フェイズ 3（コ

ーン、障害物・紐）では 100％となり、フェ

イズ 4（コーン・障害物）では 16.6％に低下

した。フェイズ 5（コーン・障害物・紐）で

は再び 100％となり、フェイズ 6（コーン・

障害物）では 34.1％と低下した。フェイズ７

（コーン・障害物・紐）では 62.5％に高まっ

た。同様の傾向は、A児と C児でも認められ

た。D児では、フェイズ 1における周回の正

反応率の平均値は 92.3％、フェイズ 2では

72.7％、フェイズ 3、5～7は 100％のレベル

であった。E児は、フェイズ 1における周回

の正反応率の平均値は 66.0％、フェイズ 2で

は 54.0％、フェイズ 3～7は 100％のレベル

であった。1分当たりの周回数：設定（コー

ン・障害物・紐）における１分当たりの周回

数の平均値を図 2に示した。図 2より、平均

値は、D児で 2.0、E 児で 1.9、A 児で 1.6、C

児で 1.1、B 児で 0.7 周の順に多かった。以

上、周回の正反応率を高めるのは「コーン・

障害物・紐」の設定であった。コーン間に「紐」

を付けることで、周回の正反応が高まった。

周回数が比較的少ない対象児で、「紐」の設

定の影響を受けやすかった。ランニングが未

形成な初期指導では、「コーン・障害物・紐」

の設定が有効であると考えられる。 

 

「研究③知的障害特別支援学校高等部の作業

学習－評価ノートによる作業量の向上－」 

【目的】高等部の作業学習において、生徒の
目標設定や作業量の評価を分かりやすくす
る「評価ノート」の導入が作業量の向上に及
ぼす効果について検討する。 

【作業学習：リサイクル班】作業学習の授業

は1単位時間130分で、週2回実施された。実施



 

 

期間はX年4月～12月の約9ヶ月であった。作業

班の一つである「リサイクル班」は、男子3

名、女子4名の構成であった。7名中5名が自閉

症であった。主な作業内容は、牛乳パックの

解体と紙すきであった。作業工程は、①牛乳

パックを長方形に切る、②長方形の牛乳パッ

クのコーティングを途中まで剥ぐ、③牛乳パ

ックのコーティングを全て剥ぐ、④両面のコ

ーティングを剥いだものを裁断する、⑤裁断

したものを使ってパルプ液を作るであった。

①～⑤の工程を１～2名の生徒が役割分担し

て作業を進めた。 

【対象生徒】Aは高等部1学年女子で、工程③

「牛乳パックのコーティングを全て剥ぐ」を

担当した。Aの課題は、注意の転導性が顕著で、

作業に集中できる時間が短く、作業量が少な

いことであった。 

Bは高等部3学年男子であり、工程②「牛乳

パックのコーティングを途中まで剥ぐ」を担

当した。知的発達の遅れが軽度であった。作

業工程を理解し独力で遂行できる一方で、単

調な作業や関心の低い活動では、途中であく

びをする、居眠りをするなどの行動が認めら

れた。 

【手続き】BL期： A、Bともに自分で作業量の

みを記入する「記録表」を使用した。介入1：

Aでは、1回（１かごで30枚）の作業終了の報

告につき、「好みのキャラクターシール1枚」

を提供した。Bでは、作業開始時に1単位時間

内に遂行可能な目標を自ら設定する手続きを

導入した。介入2：Aではシール10枚と好みの

CD1曲と交換できるようにした。Bでは介入1

と同じ手続きであったが、作業終了の報告と

同時に教師が「○シール（直径7mm）」を渡し、

「評価表」に張り付けた。介入3：ABともに、

作業目標、作業の進捗状況、作業量合計、感

想等を記入する「評価ノート」を導入した。

介入4：Aでは、評価ノートの目標設定を3段階

にした。Bでは、介入3と同じ手続きであった。

なお、目標設定では、前回の作業量と同量か

前回作業量＋30枚をルールとした。Bはこのル

ールを守り、独力で目標を設定した。3セッシ

ョン以上継続して目標達成した場合、指導者

が目標を高めるよう助言したが、 終的な目

標設定はBが行った。作業終了時に目標が未達

成の場合、「残業」として、終了後に目標ま

での不足分の作業を行った。Aでは、前述のル

ールに基づき指導者が具体的な数字を提示し、

いずれかを選択させた。 

【結果と考察】Aの作業量：AのBLの作業量は

100枚以下であった。介入1では、作業量が上

昇し、210～270枚の範囲で推移した。介入2

では、300～570枚と作業量が上昇した。介入3

では、300～450枚で、介入2と同レベルであっ

た。介入4では、作業量は著しく上昇した。BL

期と比較し、作業量は約10倍に増加した。作

業量の上昇に伴い、動作が機敏になり、私語

も減少した。作業量の増加をもたらした要因

として、強化力のある好みのキャラクターシ

ールをトークンに用いて、それを一定量ため

ることでCD1曲が得られるという理解がなさ

れ、単調な作業であっても作業意欲が低下し

なかったことが示唆できる。Bの作業量：Bの

BL期の作業量は150枚以下であった。介入1で

はBL期よりも作業量が上昇した。介入2、3・4

では、セッション25～29で低いが、300～390

枚の範囲で上昇した。BL期と比較して作業量

は約4倍に増加した。作業量の増加に伴い、作

業態度が改善し、あくびや居眠りも認められ

なくなった。作業量の増加を支えた要因とし

て、自ら目標を設定する手続きや目標設定に

関わるルールの明示、残業システムの導入に

よって、作業量の目当てや見通しが理解しや

すくなったことが考えられる。 
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